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A--潮 だ丁誘導定位脳手術法の臨床応用
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膝吸引を転村能とした優れた術式である.演者捌ま過去

望隼詔ヶ月間をこ駒非議m巧誘導定位脳手術裟際を貨弓恥､

て輿望症例に対して98回の手術を施行した.今回はこの中

顔(-A)本法の適応の拡充と考えられる症例を紹介する.i

1日-シ‖～.､丁()才~里子牛 'I‖i招前頭葉内皮FE-■iL卜血伸tT.()t11巨

本法は被殻や視床出血U)みならずeo酌reC仁)uPやco岬

による前頭寒極静襖頭薬掻飛血経の吸引も可絶.≪症例

望>望8才女性.AVM破裂捜前頭葉内患若は腫兼崩落蔓内血経

に｡よる高度意識障害例.本法により脳軸鮎瞳吸引ほ乳2

症例3>齢才男性◆視床出血(混合型血腫)の脳室内鋳

型状政経をこよる高度意言激発牽害例.まず開頭術 (七㌢組mSte-

腫と視床血臆を除嘉.後日予審法をこより雑穀内血腫を除

去n7m且)書く症例堵>69才豪儀や被穀部太血腫例8護

政経吸引)L血腫を全貌(総巌80｡5m拓 く症例5>狙

才男性★着後頭葉嚢胞後経藤に∴対して本法により輯m-
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はじめをこ:高車化粧資料半う痴呆は大きな閻魔である,

本邦をこ多い脳血管性痴呆では多発梗塞性痴呆をこ比し脳出

血性痴呆の研究は遅れている中演者転は男顔出血例を分析

し若干の知見を得たので報告する計方法:脳出血且嘉例

を年令蘭-舶才や男性78例,女性50例.平均年令男性55号9

渚㌢女性鎧6.2都 の臨床事項並びにCT所見と痴呆の

相関を検討した女痴呆の診断をこぼ長谷川戎痴呆診査スケM

IL,を･用い,JIB-頼 川圧しHU 上菅榔千上川･5-21･･5.車

を広義の痴呆としたや結果:洩)隈風琴牽く脳出血)那

若いものでは弟コアが高く,隼とったものでは低い肝が

痴呆傍題は讃櫓例(痴呆9軌 準痴呆25例)で有病率は望998

私 語盲痴呆例の平均スコアは摘,盟･射患者年令と共

をこ痴呆の発盤は増加していた中馬)女性例で痴呆がやや

多かった･6)左鰍i通の確6.2%,両側性(再発性)出

血の38廿5%,右側汗旭の19雛こ痴呆をみた.郡視床出

i侶~摘l･1%･糾JIE:ll:Pi二,1日tT'LハiZ5'.;-'t-い.里ì卜Ll畑:甘､･30%

をこ痴呆をみたず鋸視床出血の摘発では100%,被殻部
出血の再発では5CLO/oP,被患部出血十視床出血では33申3

%紅痴呆をみた･9)痴呆 (畳ゆ朗Y円 の比率(広義の

痴呆を占める)は被患部出血 視床揖弧では約謝%,静
肘斗川LflL∴ill()いい.
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累所性カテこ諾ラミリ産生施療術後且6ケ月を当をこ前交通動

脈療破裂をみた症例を経験したので報暫する取症例は26

歳､明冊,昭和i什 1.i,十･日よ瀦潤血圧･.1川1mll恒_iL.‖一

昭高血圧を指摘され苧左中頭蓋宵の輿所後カテニブラミソ

tIl巨冊頼打､詰粧'､､jL樟享̀日用21㌦1-塞頼信 l(畑2射i

をこ鷹全摘術施行亨そ齢健闘Gyの照射を行い,神経脱

落症状なく6豊頬三芝目ほほに退院し 職場復帰していたd

亜全摘後の血圧は隙き二嘗三剤服周せずとも濡測/8紛絹後のiE

後頭部播,めまい,曝気が出現苧濃艶をこて腰橡穿刺施行
し拙卜2()(1mm叛1-庸里酢.巨一誌;J:-.A,-~丹七日､'畑('1了→予

断で翌日当科紹介となる.激Å時平意識清吸 血圧潰嶺望ノ/㌔

嶋を浩＼十･1.･酎L｢射1rt邪日日∴71Hnl-1くりSnik即こILli､i!

で敬治手術を施行した,かテ二言ラミソ産生施療は長掛ニト

わたる恩性高血圧の維持を殖撤とし,動脈療新生の可能

性があるをこもかかわらず審疾患をこ脳動脈癖が合併した報

皆は少なく汐若干の文献的考察と街中の管理をこ-琉戊述
-十二､.
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多発性脳動脈癖を終った息剖検例

城愈 英史跡石橋 安彦
清水 宏明鹿永原 意義更意漂窪豪語院う

をこ合併した多発生脳動脈癖の報告を行ったが予今回はそ

の後の経過をこ剖検所見を加えて報告する.症例は53歳男

性で且7歳より碍DL琵の既往があるi1982年且月にク

モ膜下出血をこて発症し中米脳動脈痛g)meekeupp皇帽

が施行された.その後息98転隼3月をこ脳梗塞を生じずÅ
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閣脳血管は勺多発中流脳動脈癖,脳底動脈癖の発動 成

農工竜三幹動脈の拡鼠 閉塞とい--,たダイナミックな変化

を見せた.剖検では脳幹を強く圧迫する33x望3mmの

紡錐状脳底動脈癒郡破裂により強度鉦潔モ膜下出血が認

められ直接死銅と考えられた書中太脳勤陸軍右後光脳動

脈末櫓部紅顔数の紡錐状動脈痛を認め紅 組織学的検索

では,W此S動脈輪周辺の圭幹動脈は全般的に内膜肥

厚が著明で動脈痛壁の内弾性板はほとんど断裂し,消集

していた噸その･鮫大動脈,冠動脈亨腎動脈を初めとする

堂身性の強い動脈硬化要血栓形成や多発生梗塞を認めた

が炎症性の変化は皮膚で軽いpeyivasc㍊五七五S以外闘ま見

当たらなかった.
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我 は々家族性脳動脈痛望家系を経験し,その特赦及び

問題点に関し若干の文献的考察を加え報告するすく家系

旦>症例旦:竣6歳女性 母と同胞畠掛率慧名(計3名)

にくも膜円裏血を以下S舶蔓)を認める.高血圧なし中

産内頚動脈前脈絡動脈勝枝部数肺癌破裂也なお額症状の

童司絶望名も脳ぬ管撮影を施行LIうち且名をこ左内頚動脈

く家系望>症例望膏6歳男性 前交通動脈癌破瓢 症例

3凋7歳男性 前太脳動脈療破裂.議症例ともに音子&K

grこ1〔lt､IJH<:＼=∴二(一両一日川LH-狛施行し.神経脱:fJi症

状なく独歩退院｡家族性胆動脈痛は比較的稀でずその発

生部位,発症年齢等において,通常の脳動脈感とは異な

る点が指摘されているgまた,脳動脈癖の発生原因をこ関

して遺伝的要因の関与を示唆する事実として興味が持た

れる,家族性脳動脈癌や特をこ同胞例の症例では,無症状

の同胞内をこも末破裂脳動脈癖の症例が罵れている可能性

があることを念頭に置いたほうがよいと思われる年

の且例
●

当日開設1,!､来こi行11.眉;信搬制し.'刊卜沌明和を汗I.酌十汗十,

た8椎骨動脈系のも捌盈8例あるが,奪担ほと鮫的蒸れな

脳虻動酢意頼揖侶丁_軒卜L,jJ_椎骨動脈合流部(＼':Ltlnト

il㈹)

;3;卜i'煩牛 L<:川 発症半日,-J･Eこ二.(;r:i(いiZ.t<:＼日昌;_,!二

きの褒状動脈痛が認め宗)新た.me波がはっきりせず予

正中に位置している.層雀より晩期手術とした,詔り卜‖一昔

左側臥位をこて右-磯儀頗下開頭を施着手 A王CAの麗始部

i＼∴＼トーPT'i-'1,Jml†lL丁~､IL.-'ii臣､･､･~十.ノ･､･∴ ご1日川1._卜iLll

仁吊(､軸 を＼T_i_ー＼ll脳神経∴判十日lL;/i(,11い両IHL

Lた.術後一過性をこ軽い重賞号Ⅹ麻輝がみられ鳶が,盟

遇後の血管撃で動脈痛は漫/3位しか縮小せず大部分残

存していた.ために1週間後に再手術を行なったt今回

言直前に大腿動酢三.､･､tlこ用い-TlL､こItilL､t.げ ･雲,_弓!巨､上 lr.

VAの一時的遮断を可能にし,同様開頭術を行なった.

前回のC軸 をはずし迅A起始郡全体を確認しき望3mm

最のdipをかけた,術中血管写を施行,動脈感の完全

消失を確認し結 節複経過良好で豊臣3より経にコ摂取し,

畷声も軽度であ-｡た.

A--亙り巨下位脳神経症状にhて発症した前下車脳
動脈動脈癖の且例
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障号 :11日.り･打h 孝宜

国立柚否病粧

脳神経外科

前官朴脳動脈魔は,硯夜盗で33例の報告があるが,そ

の大部分は,内琴動脈分岐部をこ発生したものである.脅

発症したl例を経験したので,若干の文献考察を加えて

報告する.

症例∴tLJ20歳し'1/ipIJト 1987年t3きi212浩 美黙.咽頭

痛,嘩下障害が出現し,近医等顔料にて,左軟口蓋麻輝

を指摘された書6月望5凱 就寝軌 突然∴頭痛¢曝気が

出現し,その後意識障害も加わり予当翻Å院となった｡

人F:1:1時,意識し一･こ･工三∴ト∴1 9度fj.八二'jO､両側外虹

神経麻輝と左側下位脳神経麻輝が認められた.CTでは,

左の迂回槽を中心とする高吸収域と軽度脳室拡大が認め

られ賢脳血管撮影ではき前下小脳動脈未嫡部をこ動脈癖が

認L:t'.)∴,畑′∴ しド:.:当H.脳室卜L十.∴､ffI,:i:･行い./描-(.

翌々門に厳達手術を施行した,動脈癖は苧速達神経曲表fj

神経上 撤静脈孔i∴,AJ:,T･前予強くこ味石巨:臣).HH､lく

ぼ前下小脳動脈の屈曲部から発生し,pその付近に骨稜は

左か･･守一∴卜位脳神経上丁~1癒着を射離し!/磯,llt-tTl((:1小

I-i岬 を･i-J~ト.患苦言.術後･l侶‖1i∴ (車)裡卜経症状を

残さず予独歩退院した｡
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